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反
対
討
論
（
要
旨
）

　

青
木
ひ
か
る
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

決
算
年
度
中
に
、
小
金
井
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
の
取
得
が
行
わ
れ
た
。

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
は
Ｕ
Ｒ
都
市
再

生
機
構
の
失
態
に
よ
り
登
記
で
き
な

い
建
物
で
あ
っ
た
た
め
に
、
小
金
井

市
へ
の
床
の
引
渡
し
が
大
幅
に
遅
延

し
た
。
市
は
Ｕ
Ｒ
と
交
渉
し
、
大
幅

な
価
格
引
き
下
げ
を
求
め
る
べ
き
で

あ
っ
た
が
、
市
長
は
Ｕ
Ｒ
に
押
し
き

ら
れ
、
そ
の
言
い
値
で
取
得
し
た
。

財
源
と
な
っ
た
借
入
金
の
返
済
が
、

今
後
長
き
に
わ
た
り
市
財
政
を
圧
迫

し
て
い
く
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
断

じ
て
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

よ
っ
て
認
定
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

決
算
年
度
で
は
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
を
取
得
し
て
お
り
、
市
の
歴
史
に

輝
く
黄
金
の
一
ペ
ー
ジ
が
綴
ら
れ
て

い
る
。
認
定
に
あ
た
っ
て
は
、
産
業

用
Ｈ
Ｐ
の
経
費
な
ど
Ｉ
Ｔ
時
代
に
相

応
し
い
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
点
や
、

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
や
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
等
の
各
種
予
防
接
種
へ
の
助
成

費
用
、
介
護
予
防
体
操
等
の
健
康
寿

命
を
高
め
る
た
め
の
経
費
、
住
宅
用

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
普
及
促
進
等
の

環
境
対
策
の
経
費
な
ど
を
評
価
す
る
。

な
お
、
財
源
を
支
え
た
一
つ
に
行
革

の
財
政
効
果
が
あ
り
、
市
長
は
こ
の

点
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

第
１
に
、
暮
ら
し
の
負
担
を
軽
減

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る
た

め
の
施
策
が
不
十
分
な
こ
と
。
第
２

に
、
ご
み
処
理
問
題
の
打
開
策
が
、

依
然
と
し
て
市
民
の
間
に
明
ら
か
に

さ
れ
て
こ
な
い
こ
と
。
第
３
に
、
市

財
政
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
権

利
関
係
が
複
雑
で
、
い
ま
だ
に
管
理

規
約
を
結
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
を
取
得
し
た
こ
と
。

し
か
も
、
土
地
収
用
の
手
続
を
と
っ

て
ま
で
都
市
計
画
道
路
の
整
備
を
進

め
、
一
方
で
、
安
否
確
認
の
た
め
の

高
齢
者
の
施
策
が
縮
減
さ
れ
た
こ
と
。

よ
っ
て
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

市
民
待
望
の
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

の
取
得
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
地
域
商
品

券
発
行
の
補
助
、
さ
く
ら
な
み
、
た

け
と
ん
ぼ
学
童
保
育
所
の
建
替
、
第

四
小
学
校
、
東
中
学
校
運
動
場
芝
生

の
整
備
、
国
や
都
と
歩
調
を
合
わ
せ

た
景
気
、
雇
用
対
策
、
市
立
小
中
学

校
普
通
教
室
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、

名
勝
小
金
井
（
サ
ク
ラ
）
復
活
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
、
東
日
本
大
震
災

支
援
等
の
施
策
を
展
開
し
た
。

　

大
幅
な
一
般
財
源
の
減
と
社
会
保

障
関
連
経
費
の
増
等
の
中
、
更
な
る

行
財
政
改
革
の
推
進
を
図
る
必
要
が

あ
る
。
以
上
に
よ
り
賛
成
す
る
。

 　

９
月
４
日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　

９
月　

日
の
委
員
会
で
は
、
質
疑

１９

を
終
了
し
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
安
全
・
安
心
ま
ち

づ
く
り
対
策
に
要
す
る
経
費
（　

万
１９６

８
千
円
）、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
に

要
す
る
経
費
（　

万
３
千
円
）、
主
要

６１５

地
方
道　

号
線
整
備
に
要
す
る
経
費

１５

（　

万
円
）、（
仮
称
）
貫
井
北
町
地

３２３
域
セ
ン
タ
ー
建
設
に
要
す
る
経
費

（
１
億
４
千　

万
円
）
な
ど
で
す
。

７６０

　

９
月　

日
の
本
会
議
で
は
起
立
採

２６

決
の
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

田
頭
祐
子
（
み
ど
り
・
市
民
）

　
「
地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
支

援
事
業
」
で
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
に
、

防
犯
カ
メ
ラ
が
４
台
設
置
さ
れ
る
。

平
成　

年
度
小
金
井
市
一
般
会
計

２４

補
正
予
算
（
第
５
回
）

審
議
し
た
主
な
議
案

監
視
社
会
に
つ
な
が
る
危
惧
か
ら
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
は
強
く
反
対
す

る
意
見
も
あ
り
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
無

秩
序
な
設
置
や
濫
用
を
避
け
る
よ
う
、

市
と
し
て
も
そ
の
運
用
に
し
っ
か
り

と
責
任
を
持
つ
よ
う
強
く
求
め
る
。

　
（
仮
称
）貫
井
北
町
地
域
セ
ン
タ
ー

建
設
工
事
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。
市

民
の
声
を
活
か
し
、
図
書
館
、
公
民

館
の
独
立
性
を
堅
持
す
る
方
針
で
臨

ん
で
い
く
こ
と
を
求
め
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

中
根
三
枝
（
自
民
党
小
金
井
）

　

本
予
算
の
特
徴
の
１
点
目
は
安
全

安
心
の
施
策
、
空
き
家
実
態
を
把
握

す
る
た
め
の
調
査
。
２
点
目
は　

貫
（仮）

井
北
町
地
域
セ
ン
タ
ー
で
市
民
待
望

の
施
設
だ
。
市
民
参
加
に
よ
り
基
本

設
計
実
施
設
計
を
し
て
き
た
。
開
館

後
も
市
民
協
働
公
民
連
携
で
の
管
理

運
営
を
期
待
す
る
。
施
設
を
作
る
場

合
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
を
共

通
の
認
識
と
し
、
完
成
し
た
ら
大
切

に
最
大
限
の
活
用
を
し
て
欲
し
い
。

３
点
目
は
財
政
調
整
基
金
へ
の
３
億

円
の
積
み
戻
し
だ
。
更
な
る
行
財
政

改
革
の
推
進
で
持
続
可
能
な
財
政
基

盤
の
確
立
を
図
る
こ
と
を
要
望
。

 　

こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法
に
基

づ
い
て
、
市
民
か
ら
有
権
者
数
の　
５０

分
の
１
以
上
の
署
名
を
添
え
て
制
定

請
求
を
受
け
た
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
陰
退
職
手
当
の
支

給
上
限
額
を
２
千　

万
円
に
す
る
。

８００

隠
住
居
手
当
を
東
京
都
職
員
と
同
額

の
８
千　

円
に
引
き
下
げ
る
。
韻
地

５００

域
手
当
は
、
国
基
準
の　

％
に
引
き

１０

下
げ
る
等
で
す
。

　

市
長
か
ら
は
、
次
の
意
見
が
付
さ

れ
ま
し
た
。「
今
後
も
人
件
費
の
更

な
る
抑
制
を
図
る
た
め
継
続
し
た
努

力
が
必
要
で
あ
る
も
の
の
、
本
条
例

案
ど
お
り
に
給
与
条
例
等
を
直
ち
に

小
金
井
市
職
員
に
支
給
す
る
諸
手

当
を
一
括
し
て
適
正
化
す
る
条
例

改
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
合
理
的

な
理
由
が
存
す
る
も
の
と
は
判
断
で

き
ず
、
本
条
例
案
に
は
反
対
す
る
。」

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

１０

１６

採
決
の
結
果
、
起
立
少
数
に
よ
り
否

決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

漢
人
明
子
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

直
接
請
求
は
重
く
受
け
と
め
る
が
、

市
民
と
職
員
に
対
立
を
持
ち
込
む
こ

と
は
市
民
の
利
益
に
は
つ
な
が
ら
な

い
。

　

必
要
な
扶
養
手
当
は
残
し
市
民
に

も
分
か
り
や
す
い
給
与
に
す
る
こ
と
、

非
常
勤
と
の
格
差
を
解
消
し
公
平
性

を
図
る
こ
と
を
求
め
る
。

　

当
面
の
措
置
と
し
て
退
職
金
の
上

限
設
定
に
は
賛
成
。
地
域
手
当
は
来

年
４
月
か
ら
の
改
正
で
よ
い
。
勤
務

成
績
に
基
づ
く
勤
勉
手
当
の
支
給
を

急
ぐ
こ
と
に
は
反
対
。

　

将
来
負
担
も
含
め
た
市
財
政
全
体

と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

３
千
万
円
を
超
え
る
退
職
金
は
上

限
を
設
定
し
て
抑
制
す
べ
き
。
持
ち

家
へ
の
手
当
支
給
は
廃
止
す
べ
き
。

都
職
員
を
上
回
る
水
準
で
支
給
さ
れ

て
い
る
住
居
手
当
と
扶
養
手
当
は
、

都
と
同
額
に
ま
で
削
減
す
べ
き
。
国

基
準
を
超
過
し
、
国
か
ら
罰
金
を
科

さ
れ
て
い
る
地
域
手
当
は
、
直
ち
に

国
基
準
に
ま
で
引
き
下
げ
る
べ
き
。

ボ
ー
ナ
ス
の
支
給
回
数
は
現
行
の
年

３
回
か
ら
、
民
間
並
み
の
年
２
回
に

減
ら
す
べ
き
。
欠
勤
に
よ
る
ボ
ー
ナ

ス
減
額
は
、
府
中
市
に
な
ら
っ
て
厳

格
に
す
べ
き
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

直
接
請
求
条
例
案
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

村
山
秀
貴
（
民
主
・
社
民
）

　

平
成　

年
度
の
人
件
費
約　

億
円

２３

７０

は
ピ
ー
ク
時
の
平
成
７
年
度
の
約　
１０４

億
円
か
ら
は
約　

億
円
の
減
で
あ
る
。

３４

人
件
費
比
率
は　

・
９
％
で
あ
り
多

１６

摩　

市
平
均
と
ほ
ぼ
同
じ
。
職
員
の

２６
平
均
給
与
月
額
は　

万
４
千　

円
と

３７

９１７

多
摩　

市
の
な
か
で
３
番
目
に
低
い
。

２６

こ
の
よ
う
に
行
財
政
改
革
の
成
果
を

上
げ
つ
つ
あ
り
、
昨
年
４
月
か
ら
東

京
都
の
給
料
表
へ
の
切
り
替
え
も
行

っ
た
。
住
居
手
当
や
地
域
手
当
に
お

い
て
も
段
階
的
な
引
き
下
げ
を
行
う

こ
と
が
既
に
労
使
交
渉
に
よ
っ
て
決

定
し
て
お
り
、
何
も
改
善
し
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

革
新
市
政
時
代
に
職
員
の
大
量
採

用
が
行
わ
れ
、
昭
和　

年
度
に
は
歳

５１

出
に
占
め
る
人
件
費
比
の
割
合
が

　

・
２
％
と
な
っ
た
事
は
、
ま
ぎ
れ

４５も
な
い
事
実
で
あ
る
。
そ
の
後
、
行

革
を
進
め
た
結
果
、
ピ
ー
ク
時
の
平

成
７
年
度
か
ら
約　

億
円
、
直
近
５

３４

年
間
で
は
、
約　

億
円
の
人
件
費
を

１５

削
減
し
て
お
り
、
今
後
も
給
与
構
造

見
直
し
の
削
減
効
果
が
年
々
期
待
さ

れ
る
。
今
後
も
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
観
点
か
ら
、
時
代
に
即
し
た
職
員

待
遇
の
適
正
化
を
推
進
す
る
こ
と
を

市
長
へ
求
め
反
対
討
論
と
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

都
の
勧
告
で
、
給
与
構
造
改
革
は
、

全
体
の
支
給
を
抑
え
よ
と
い
う
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
平
成

　

年
４
月
か
ら
給
料
表
が
都
表
に
移

２３り
、
そ
こ
で
生
み
出
さ
れ
た
財
源
を

基
に
退
職
金
に
調
整
額
を
上
乗
せ
し

て
も
よ
い
と
の
判
断
は
再
考
の
余
地

が
あ
る
。
よ
っ
て
、
退
職
金
に
関
し

て
は
金
額
的
な
上
限
に
つ
い
て
労
使

協
議
を
す
る
こ
と
。
住
居
手
当
と
扶

養
手
当
に
つ
い
て
は
、
段
階
的
に
都

の
人
事
委
員
会
勧
告
を
基
準
に
三
多

摩
平
均
と
の
均
衡
を
保
つ
内
容
で
協

議
を
進
め
る
こ
と
。
以
上
、
市
民
の

ご
意
見
を
尊
重
し
た
判
断
と
す
る
。

平
成　

年
度
小
金
井
市
一
般
会
計 

２３

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

９
月
３
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

議
長
を
除
い
た
全
議
員
で
構
成
す
る

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

委
員
会
の
審
査
は
、
９
月　

日
、　
２８

１０

月
１
日
、
２
日
、
３
日
及
び
５
日
の

計
５
日
に
わ
た
り
行
わ
れ
、
合
計
で

約　

時
間（
休
憩
時
間
を
含
ま
な
い
）

２９
に
及
び
ま
し
た
。

　

審
議
し
た
主
な
内
容
は
、
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
広
報
活
動
に
要
す

る
経
費
（　

万
５
千
円
）
生
活
保
護

１５

扶
助
に
要
す
る
経
費
（　

億
３
千　

２７

９６２

万
７
千
円
）、
生
活
保
護
事
務
に
要

す
る
経
費
（
３
千　

万
円
）、
子
ど
も

３３７

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
に
関
す
る

経
費
（
３
千　

万
６
千
円
）、
高
齢
者

９００

見
守
り
支
援
事
業
に
要
す
る
経
費

（
２
千　

万
２
千
円
）、
社
会
福
祉

８１９

協
議
会
に
要
す
る
経
費
（
７
千　

万
６５０

６
千
円
）、
環
境
配
慮
型
住
宅
の
維

持
管
理
に
要
す
る
経
費
（
７
千　

万
４１９

６
千
）、
自
転
車
対
策
に
要
す
る
経

費
（
２
億
９
千　

万
７
千
円
）、
東
日

１７１

本
大
震
災
復
興
支
援
に
要
す
る
経
費

（　

万
２
千
円
）
な
ど
で
す
。

２６７

　
　

月
５
日
の
本
会
議
で
は
採
決
の

１０
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
認
定
し
ま

し
た
。

一般会計歳入・歳出決算の内訳

※円グラフの決算額は、千円の位を四捨五入しています。また、構成の
合計も四捨五入の関係で１００％にならない場合があります。

歳  入
428億
6202万円

歳  出
415億
5551万円

民生費
146億8579万円
35.3％

その他
5億2605万円
1.3％

市税
199億2106万円
46.5％

議会費
4億2986万円
1.0％

総務費
94億6736万円
22.8％

都支出金
56億1995万円
13.1％

国庫支出金
48億8139万円
11.4％

市債
47億7420万円
11.1％

使用料及び手数料
9億2535万円
2.2％ その他

67億4005万円
15.7％

土木費
43億0439万円
10.4％

衛生費
42億1280万円
10.1％

教育費
35億1185万円
8.5％

公債費
28億1069万円
6.8％

消防費
16億0666万円
3.9％


